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施設であり、地域の人々の

健康と福祉に資することを

目的とする。

 私たちのKoKoRo(心)構え

誠意…Sincerity

3つのS 奉仕…Service

考動…Science

東海病院職員は病院憲章の

目的を達成するため、誠意・

奉仕・考動の3つのＳを大切

にし、地域医療機関との緊

密な連携に努め、限りない人

間愛と責任をもって、地域の

人々に保険・医療・福祉サー

ビスを提供します。
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— 地域医療に貢献する—

事務部長 金子良一

平素より、当院の運営にあたり

現在、日本の人口は約1億2,452万人（総務省統計局/令和5

年6月報）。このうち15歳未満が11.5％、15～64歳が

59.4％、65歳以上が29.1％となっています。全国の100

歳以上の高齢者は9万2139人となり2022年の平均寿命は

女性で87.09歳、男性で81.05歳となりました。

　日本は世界に例のない速さで高齢化が進んでおり「2040

年問題」が広く知られています。

　少子高齢化問題はもう10年以上叫ばれ続け、このまま進ん

だ場合、2040年、団塊ジュニア（現在47歳～50歳の

方々）が65歳以上になり、2050年、日本の総人口はつい

に1億人を下回り、2060年には「約2.5人に1人」が高齢者

となる見込みで生産年齢人口が大幅に減少、社会保障費が急

激に増加するという「ほぼ確定的な」状況です。

　急速な少子高齢化社会の進展などに伴い、医療の需給の不

一致など、医療業界の課題は山積しております。さらに、長

引く新型コロナウイルス感染症の影響もあり、多くの病院や

医療サービスが難しい状況での経営を強いられています。

　当院としても地域の皆様に安定的な医療サービスの提供す

るために、「病院」としての役割、健康な生活を維持するた

めの「健康管理センター」の役割、そして超高齢者社会に向

けての「介護老人保健施設ちよだ」の役割をしっかり活用し

て、医療や介護等を含めた包括的な生活支援を地域で連携し

て提供する体制を整えて地域医療に貢献していきたいと考え

ておりますので、今後ともどうぞよろしくお願いします。

格別のご配慮を賜り厚く御礼申し上げます。



地域連携室長 牧野 仁美

　去る9月9日(土)15:00より30度を超える猛暑の中、KKRホテル名古屋にて名城・

東海病院合同症例検討会が開催されました。5月に新型コロナウイルス感染症が5類へ

移行したとはいえ、夏以降感染者数が徐々に増加している最中ではございましたが、

26名の病診連携登録医の先生方がご参加くださり、東海病院職員23名、名城病院職

員70名の計119名が一堂に会しました。一般演題は名城・東海病院から各1題、特別

講演は名古屋大学整形外科学／リウマチ学教授の今釜史郎先生をお招きしてご講演を

頂きました。

以下に講演内容の概略を紹介致します。

　講演1は名城病院脊椎脊髄センター長／整形外科副部長の町野正昭先生より「脊椎

脊髄疾患に対する手術治療」の演題名で頚椎症性脊髄症、腰部脊柱管狭窄症および特

発性側弯症に対する治療についてお話し頂きました。頚椎症性脊髄症では年齢、罹病

期間、術前の神経症状が治療成績に影響すること、また特発性側弯症では初期段階で

の適切なコルセット装着が有効であることから、早期発見、早期介入が重要であるこ

とを多くの症例提示とともにご説明頂きました。

　講演2は当院外科、大森健治医師より「当院における鼠径ヘルニア治療」の演題名

で東海病院における診療および治療の流れについて報告しました。鼠径部周囲に発生

するヘルニアの解剖、CT検査の体位、術前精査および術式決定、手術法（鼠径部切開

法、腹腔鏡手術）について動画を交えて解説しました。年間手術件数はコロナ禍によ

る外来受診者減少にも関わらず、登録医の先生方から多くの患者様をご紹介いただき

ましたお陰で、ここ10年ほどの間に2〜3倍と大きく増加しております。入院日数は

3日と短期間で済む治療でもありますので、引き続きご紹介いただけましたら幸いに

存じます。

　特別講演は名古屋大学医学部整形外科学／リウマチ学主任教授の今釜史郎先生よ

り「運動器に関する一般住民コホート研究〜疼痛とロコモティブシンドロームを中心

に〜」の演題名で、脊髄髄内腫瘍、重度の側弯症、脊椎圧迫骨折による後弯症に対す

る手術や疼痛治療について、多くの画像やデータと共に分かりやすくご紹介いただき

ました。後半は名古屋大学整形外科が北海道八雲町で一般住民を対象に1982年から

行っている検診の結果をご提示いただきました。週3時間以上の運動習慣がある人で

は、高齢者であってもロコモ、フレイル、サルコペニアの罹患が有意に少なく、一般

中高齢者への運動指導や骨粗鬆症、変形性脊椎症、変形性膝関節症といった運動器疾

患に対する適切な治療が健康寿命の延伸に繋がることを改めて認識しました。

　検討会の後は着席形式で懇親会を行い、ご出席くださいました先生方と和やかに歓

談いたしました。

　次回は来年2月17日(土)にルブラ王山で開催予定です。皆様のご参加をお待ち申し

上げております。

名城・東海病院合同症例検討会



老健ちよだ夏まつり

東海病院では、初の試みとして東海病院の駐車場を利用して「東海病院健康まつり」を

開催します。香流太鼓の演奏や市民公開講座、健康相談・栄養相談・キッチンカーなど

で地域の皆様と交流出来ればと思っております。皆様のご参加をお待ちしております。

市民公開講座

11：30～12：00

      「整形外科疾患の予防と治療」リハビリ体操       牧野仁美

13：00～13：30

「人生会議」してみませんか？

～自分らしい暮らし・生き方をさいごまでつづけるために～ 岡 朋子

東海病院 健康 つま りのお知らせ

11月11日 土曜日 10：00 ～ 14：00

今年は新型コロナウイルスが５類に移行とはなりましたが、愛知県の新型コロナ

ウイルス・インフルエンザの感染状況が拡大傾向となってきている状況を鑑み、

感染予防を徹底し各フロアでの開催となりました。

各フロアごとに、飾りつけにテーマを設けご利用様に飾りつけをしていただき

ました。（2階テーマ：花火と海/3階テーマ：和)また、射的・水羊羹釣り(ヨー

ヨー釣りを水羊羹で代用)などの出店を回っていただいた後、ポテト・焼きそば・

フランクフルトなど、祭りで定番の食べ物を召し上がっていただきました。

その他、2階は「職員によるひげダンス」/「ご利用者様によるコーラス発表会」、

3階は「カラオケ大会」を実施し、とても盛り上がっておりました。

ご利用者様に楽しんでもらいたいと１年かけて準備をし、無事に開催日を迎え

ることができました。事故なく、ご利用者さま、スタッフともに笑顔あふれる楽

しい時間を過ごすことができました。ご利用者様が楽しい生活を送ることができ

るよう、今後もスタッフ一同力を合わせていきたいと思います。



名城東海勉強会のお知らせ

次回は来年2月17日(土)にルブラ王山で開催予定です。皆様のご参加をお待ち申し

上げております


